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＜今週のトピックス＞ 

ニューヨーク市のクラフトビール 

  

ニューヨーク市では今、クラフトビールブリュワリーのブームが起きています。ニュ

ーヨーク市内に約 40 箇所あり、5 年間で 5 倍に増えています。偶然ですが、東京のク

ラフトビールブリュワリーも約 40 箇所（神奈川は約 25 箇所）のようです。東京のブ

リュワリーには小規模な「マイクロブリュワリー」や更に小さな「ナノブリュワリー」

が多いようですが、ニューヨーク市では、ブルックリンやクイーンズの倉庫や工場跡地

を活用した比較的規模の大きなブリュワリーも生まれています。 

ブームはニューヨーク市を越えてニューヨーク州全体に広がっており、許認可権を持

つニューヨーク州では、認可手続きの効率化や税制面での優遇などをおこなうことで、

州全体で 5 年間で 300 箇所近くのブリュワリーが新設されています。 

歴史的に、ビール市場は新興国で強い伸びを示す傾向がありますが、これは政府にと

っては比較的安定した税源になるという観点があるようです。先日、ニューヨーク市の

地下鉄某駅の天井が崩落する事故があったのですが、今年 9 月に知事選挙の予備選を

控える現職知事が、会見で地下鉄設備の老朽化について質問されたところ、「安全は大

事だが誰がコスト負担をするのか」と発言して対抗馬（アメリカの人気 TV シリーズ

「セックス・アンド・ザ・シティ」出演の女優）から攻撃されていました。ニューヨー

クですら財政は厳しいようですので、税収の観点からも、州政府にとってクラフトビー

ルブームは魅力的なのかもしれません。 

日本では、ビールの販売は「景気」「天気」「人気」に左右されると言われているよ

うですが、ニューヨークの景気は良く、天気はカラッと暑く、人気面ではこだわりのミ

レニアル世代（概ね 1980～90 年代生まれ）が高品質・地元価格のクラフトビール需要

を牽引しており、ブームはまだまだ続きそうです。 

 

（出所：Wall Street Journal）  

 

横浜銀行 ニューヨーク駐在員事務所 
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